
 

 

 
 
        
 
  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 
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―福島の今と東電刑事裁判ー 

「女性ネットみやぎ」が結成されて 7 年が経過しました。女川原発

再稼動 STOP!子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネ

ルギーへの転換を求めて、それぞれの運動をつなげるネットワークとし

て、署名運動や講演会、学習会にとりくんできました。 

宮城県にも、放射能汚染による被害はまだ残っており、健康・生

業・環境を守るために、各地で運動が続いています。 

昨年から今年にかけて、女川原発の再稼働は県民投票で意向

を聞いてほしい、と「県民投票条例制定」を求める署名運動に全県

でとりくみ、11 万 1743 人の有効署名が集まって、県議会に提出し

ました。女性ネットみやぎも、この運動の推進のため、全力でとりくみま

した。この県民の願いは、県議会の自公議員により否決されました

が、宮城に本物の民主主義を求めた熱い思いは、引き続く県内運

動でも大きな力になるものと確信しています。 

今回の 7 周年記念企画は、福島原発事故による被害者が提訴

したさまざまな裁判の告訴団を束ねて、団長として奮闘されている武

藤類子さんに講演していただきました。3周年の時に続いて2回目の

講演ですが、雨の中 130人が参加しました。 

 女性ネットみやぎの共同代表・山田いずみ弁護士が開会挨拶した

あと、「女川原発再稼動の是非をみんなで決める会」で活躍された

篠原弘典さんが特別報告しました。 

◆「みんなで決める会」篠原弘典さんは・・・ 
宮城県で、43 年ぶりの直接請求となった女川原発の是非を問う

県民投票を求める運動は、県議会での採決で否決されたこと（反

対 35 退席 1 賛成 21）を報告しました。「みんなで決める会」     

のとりくみのはじめから、県とのやり取りを中心になって進めてきたこの 

4月までの活動と、女川原発の再稼動をめぐる 

今後の運動方向についても話されました。 

県民投票条例の実現を求めて、県内各地で熱 

い思いを込めた署名運動が大きく広がり、マスコミに 

何回も取り上げられ、県議会の「脱原発県議の会 

 (21 人)」と連携してとりくんだ事も大きな力になって

運動が広がった、と経過を報告しました。この 10 月に実施される県

議選挙では、県議会の構成を変えることが重要。県議によって県民

投票実施を決める方法もある、と話しました。あの熱気をもう一度よ

び起こして、宮城の民主主義をもっと強くして行こう、と訴えました。 

女川原発の適合審査をしている原子力規制委員会は、これまで

165 回の審査を行い最終局面に近づいているが合格が出ても安全

ではないことは明らか。宮城県の安全性検討会は 17回の開催で本

質的審議にはなっていない、と指摘しました。最後に、「福島原発事

故を忘れないで、みんなで頑張りましょう！」と呼びかけました。 

◆武藤類子さんの講演 
 パワーポイントを使って、目で確認 

できるように丁寧な説明をしながら、 

原子力緊急事態宣言が発令された 

ママの福島で起こっていること、続いて 

いる状況を話してくださいました。 

●汚染水は、1000ｔ入ったタンクが 

900基あり、増え続けている。 

うすめて海に流す」という案には反発も大きい。除去装置を通して

も取れないトリチウムやほかの核種も残っている。 

●排気筒を支えている鉄骨に５ヶ所の離断やヒビが入っているが、 

この 120ｍの煙突の解体工事が進まず、倒れたら、原発内でも、 

近隣にも、大変な事故になるのに、手を付けられずにいる。 

●除染による廃棄物―１トンのフレコンバッグが 2200万個ある。 

減ってきたとはいうが、これを再利用して高速道路の土台に埋め込

むとかバイオマス実証実験に使おうとしている。 

●避難解除の地域が広がっているが、これまでに帰った人は高齢者

が多く、住民の 10％くらい。子どもへの健康影響が心配で、若い

人は帰ってこない。20 ㍉シーベルト以下で帰還を急ぎ、賠償金や

住宅提供を打ち切り、公務員住宅には２倍の家賃請求が来た。 

●「甲状せんがんと原発事故は関係ない」として、正確な調査はされ

ていない。当時18歳以下の子どもに211人の甲状腺がんが発症

している。保険診療をしてがんが見つかって治療した分は含まれて

いない。あったことをなかったことにする見えない化を進めている。 

●こんなに大きな事故を起こして、誰も起訴されないのはオカシイ、と

2012年に 15000人で刑事告訴した。ようやく刑事裁判が始ま

ったのは 2016 年、被告は勝俣・武藤・武黒の 3 人だけで、責任

逃れをするばかり。メールなど多くの証拠があっても、起訴しないでき

た事態に怒りを覚える。指定弁護士は、彼らに禁錮 5年の求刑を

しており、判決は 9月 19日、東京地検で。 

●福島の多くの人々が尊厳を奪われ、希望を持てず、取り返しがつ

かない状態でいます。国や東電は、まやかしの希望を流している

が、現実をしっかり見すえて、真実から出発すべきです。原発の再

稼動は、何としても STOP させましょう。 

 

 

 

You tubeで、この講演会
の録画をご覧いただけます。 
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女川原発再稼動 STOP!放射能汚染ゴミ焼却・堆肥化反対！さらに強く大きな声をあげよう！ 
 

◆脱原発デモ・金曜デモなど 
＊旧古川地域：大崎 demo金曜デモ・毎週金曜 17時半・あさひ中央公園集合後デモ 

＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・金曜 17時半下馬駅裏宮城民医連事業協前集合後デモ出発 

＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3金曜日14時岩沼駅東口広場で集会後デモ 

＊仙台長町地域：第3水曜12時半～原発も戦争もNO！たいはくアクション・仙台長町・蛸薬師境内集会➜デモ 

＊脱原発みやぎ 金曜デモ仙台中央部 「女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ」 
 6/28(金)勾当台公園野外音楽堂、18:30集合、18:50デモ出発 

 
◆6月29日(土)13時~16時「命の水を守る全国のつどいin宮城」於・東北学院大学押川記念ホール 主催・実行委員会 

◆6月30日(日)13時半~15時半 宮城県の放射能汚染と被ばくの状況(仮題)講師・三田常義氏[みんなの放射線測定室てとてと] 

於・仙台シルバーセンター 主催・脱原発仙台市民会議 共催・放射能汚染廃棄物一斉焼却反対宮城県民連絡会 

◆6月30日(日)13時半～第４回語り継ぐ平和と希望の音楽会～ぞう列車が走って７０年 全国つながりコンサートin東北～ 

於・イズミティ21大ホール 主催・宮城のうたごえ協議会   参加費1000円 

◆7月3日(水)12時~13時 女川原発再稼動STOP街頭署名・宣伝行動 於・平和ビル前 主催・原発問題住民運動連絡センター 

◆7月6日(火)18時半～20時半 風の会公開学習会 「どうする女川原発・核のゴミ？ 1号機廃炉と2号機再稼動のねじれた関係」  

講師・澤井正子さん 於・仙台市市民活動サポートセンター６F 参加費700円 主催・みやぎ脱原発・風の会 

◆7月4日 参議院選挙公示～7月21日投票 

◆7月31日(水)12時~13時 女川原発再稼動STOP街頭署名・宣伝行動 於・平和ビル前 主催・原発問題住民運動連絡センター 

◆9月8日(日)9時半~16時 第59回宮城県母親大会in石巻  於・石巻蛇田中学校 午前＝分科会・午後＝全体会  講演＝白神優理子弁護士 

13分科会＝「原発ゼロをめざして(助言者：多々良哲氏)」など、23分科会で学習・話し合い・交流・体験・見学の分科会 

★再稼動 STOPの請願署名を集める。県民投票を求める署名運動でつながった方たちにも協力を呼びかけて、より広く集める。 
★10月の選挙で、再稼動には賛成しない議員が増えるように、県議会の構図を変えるための各地での運動に協力する。 
★原発でない自然エネルギーへの転換を求めるさまざまな活動に連帯していく。 
★放射能汚染廃棄物処分で、これ以上汚染を広げさせないため、県内各地の運動に連帯してとりくみ、運動を広げる。 
★ドキュメンタリー映画「福島は語る」を上映するための具体的なとりくみを進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ずっとこの問題に関わって来られた武藤さんのお話を 

直接聞けてとてもよかったです。「あったことを無かったこ

とにする」政府の方針は、決して許されることではありま

せん。20 ミリ㏜で帰還させる非人道的犯罪的な方針

から、福島・宮城・栃木・群馬・岩手などの被ばくで苦

しむ方々への支援を継続していくことは重要です。 

9・19の判決で有罪判決が出なければ、この国は 

本当に腐っていると思います。 

＊福島はまだ緊急事態ーその内容がリアルに伝わりまし

た。こんな国で来年はオリンピック開催とは、最も汚れ

たオリンピックになるでしょう。事故の風化を防ぐために

も活躍していただきたい。陰ながら応援します。 

＊武藤さんのお話し、とてもよかったです。闘うべき相手を

しっかり見据えて、みんなで力を合わせることの大切さ

が身に沁みました。宮城では、女川原発再稼動反対

運動を広げなければ、と決意を新たにしました。 

＊篠原さんの報告は、まとまっていてわかり易かったです。いつも多々

良さん頼みではだめです、彼も忙しいのですから。私たち一人一人

が主体的に活動する必要があると思います。武藤さんのお話し、ス

ライドも交えた報告は、マスコミからではわからないことが多く、大変

参考になりました。静かに語るその姿勢に、怒りとあきらめない声を

出し続けていく力強さを感じました。 

＊女川原発のこと、汚染ホダ木や稲わら焼却問題など、宮城でも息

の長い活動が求められています。市議選や県議選もあるので、微力

ながら、私のできることから始めようと思います。 

＊お話を伺い、怒りとやるせない思いとともに、闘う強い意志を感じま

した。福島も私たちも分断されています。ともに力強くつながって、本

当の敵と向き合っていかねば、と思いました。頑張りましょう。 

講演会参加者の感想・意見など 

＊安全神話でこれだけ多くの原発を作った政府の責任は大きい。人類と

共存できない原子力とはきっぱりと決別しなければなりません。原発ゼロ

の運動をこれからも頑張るとともに核兵器廃絶の運動を強めて、子ども

や孫たちのためにどういう世の中をつくるのか、みんなで考えられる世の中

を作りたいと思います。 

＊南相馬から避難したものです。4 年ぶりで類子さんにお会いできうれしく

思います。私は、仙台で生きていくという選択をしましたが、この地で原

発反対の運動を続けていこう、と再び決心しました。 

類子さんもお体大切にして下さい。これからもよろしくお願いします。 

＊福島の原発訴訟が高裁に移行してくるので、仙台での支援を強化して

いきたいと思います。日程など知らせてください。勝つためにはあきらめな

いこと、沖縄の闘いと同じです。日本の民主主義を立ち直らせる闘いそ

のもので、それだけに困難もたくさん立ちはだかっています。 

↑武藤さんが講演の時に示したパワーポイント資料より↑ 


